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研究成果の概要（和文）：本研究は，まず，理科の本質という視点から，理科で育成することができる態度とし
て「理科における認知欲求」と「理科における知的謙虚さ」を見出した。次に，理科における認知欲求を評価す
る尺度を開発するととともに，その実態を解明した。また，理科における認知欲求を育成する学習指導法を考案
し，その効果を検証した。
同様に，理科における知的謙虚さについても，それを評価する尺度を開発するとともに，その実態を解明した。
そして，理科における知的謙虚さを育成する学習指導法を考案し，その効果を検証した。

研究成果の概要（英文）：First, from the viewpoint of the essence of science, this study found "need 
for cognition in science" and "intellectual humility in science" as attitudes that can be fostered 
in science. Next, we developed a scale to evaluate the need for cognition in science and elucidated 
its reality. In addition, we devised a learning and instructional method to cultivate the need for 
cognition in science, and verified its effectiveness.
Similarly, we developed a scale to evaluate intellectual humility in science and elucidated its 
actual condition. We also devised a learning and teaching method for fostering intellectual humility
 in science, and verified its effectiveness.

研究分野：科学教育
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は，教科教育学という視点から，理科で育成可能な態度として「認知欲求」と「知的謙虚さ」を見出した
ことに学術的意義がある。また，限定的ではあるがそれらの態度を育成する学習指導法の一例を示した。これら
の学習指導法を幅広く展開することができれば，知的な活動を楽しめる子供をこれまで以上に増やせる可能性が
ある。このような意味において社会的意義があると考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

●認知能力と非認知能力 

近年，教科教育において知識や理解，思考力や判断力といった「認知能力」の育成が重要視さ
れている。認知能力とは IQ や学力テストで計測される能力とされており（中室，2015），推論や
思考などの認知に関わる能力のことである。一方，肉体的・精神的健康や，根気強さ，意欲，自
信といった「非認知能力」（西坂ほか，2017）についても，ジェームズ・ヘックマンの一連の研
究（例えば，ヘックマン，2015）によって，人生の成功に大きな影響を及ぼすことが明らかにな
り，あらためて着目されることになった。 

 

●新学習指導要領と認知能力/非認知能力の関係 

他方，平成 29 年に告示された新学習指導要領では，育成を目指す資質・能力の三つの柱とし
て「知識及び技能」，「思考力・表現力・判断力等」，「学びに向かう力・人間性等」が明記された
（文部科学省，2018）。このうち，知識及び技能と思考力・表現力・判断力は，推論や思考など
に関わることから認知能力に位置づけることができる。また，無藤（2016）が，「非認知能力は
学びに向かう力や姿勢とも言い表せる」と述べていることから，学びに向かう力・人間性は，非
認知能力に位置づけることができる。これらのことから，教科教育において，認知能力や非認知
能力を育成することが求められているといえる。そして，前述した非認知能力の重要性を踏まえ
るならば，今後は非認知能力の育成に関する研究がより一層重要になるといえる。そこで，本研
究では教科教育における非認知能力に着目する。 

 

●教科教育における非認知能力に関する研究の課題 

教科教育における重要な概念の１つは「教科の本質」である（角屋・雲財，2015）。たとえば，
理科の本質は，再現性や実証性，客観性を保証する実験を行い自然事象に働きかける方法とその
結果としての知識体系を構築することである（角屋・雲財，2015）。このような本質を有する理
科では，これまでにも非認知能力に関する研究が行われてきてきた。たとえば，理科学習に対す
る動機づけ（たとえば，原田ら，2018）や自己効力感（たとえば，鈴木，1999）は理科における
非認知能力の研究の一部として位置づけることができる。このように，理科における非認知能力
の一部の実態は明らかになっているものの，中室（2015）が示しているように，一般的な「非認
知能力」という概念は，自己認識，意欲，忍耐力，自制心，メタ認知ストラテジー，社会的適正，
回復力と対処能力，創造性，性格的な特性を含む広義の概念である。このため，理科の本質を踏
まえた理論的・包括的な整理が必要である。そして，理科における非認知能力の包括的に評価す
る方法や子供の実態や教育的介入の効果については十分に明らかにされていないため，評価の
方法，子供の実態，育成方法について研究を蓄積していく必要があると考えられる。 

 

 

２．研究の目的 

以上のことから，本研究では，理科における非認知能力を育成する指導法を考案することを目
的とした。この目的を達成するために，次の３つの下位目標を設定した。 

 

・理科における非認知能力の概念規定 

・理科における非認知能力の実態の解明 

・理科における非認知能力を育成する学習指導法の考案 

 

３．研究の方法 

本研究では，理科で育成することが可能な非認知能力として，「認知欲求（need for cognition）」
と「知的謙虚さ（intellectual humility）」という２つの概念に着目することとした。そして，それ
ぞれの態度について，評価方法を開発し，子どもの実態を調査するとともに，育成する学習指導
法の考案を行った。次の節では，それぞれの概念に分けて研究成果を示す。 

 

４．研究成果 

（１）理科における認知欲求とその実態 

先行研究を踏まえ，理科における認知欲求を「観察・実験を通した一連の問題解決に取り組み，
それを楽しむ内発的な傾向」と規定した。この規定に基づいて，1 因子 14 項目からなる 5 件法
による尺度を開発した。そして，開発した尺度を用いて，小学生・中学生合わせて 1875 名を対
象に調査を行った結果，理科における認知欲求は小５，小６，中１，中３，中２の順に高い傾向
にあることが明らかになった。 

（２）理科における認知欲求を育成する学習指導法 

 理科における認知欲求を育成する学習指導法を考案した（川崎ら，2020）。この学習指導法は，
話し合いや実験結果に基づいて，ある現象に対する説明仮説を洗練させていくことに特徴があ
る。具体的には，まず，ある事象に対して説明可能な仮説を発想させる。次に，その発想された
仮説について，様々な実験を行っていく中で各事象を一貫して説明しやすいか，反証されていな



いかといった観点から，仮説の棄却や修正等を行わせる。また，その過程で複数の仮説が発想さ
れた場合は，同様に各現象を一貫して説明しやすいかといった観点からより妥当であると考え
る仮説を選択させていくという学習を展開していく。このような学習指導法を小学校第５学年
「もののとけ方」において実践した結果，理科における認知欲求が向上したことが明らかになっ
た。 

 

（３）理科における知的謙虚さとその実態 

理科における知的謙虚さを評価する尺度を開発した。本尺度は「開放性」「一般化への慎重さ」
「知性と自我の独立」という３因子 19 項目で構成されている。小学生 791 名を対象に調査を行
った結果，「開放性」の得点が最も高く，「知性と自我の独立」の得点が最も低いことが明らかに
なった。 

 

（４）理科における知的謙虚さを育成する学習指導法 

 理科における知的謙虚さを育成する学習指導法を考案した（川崎・雲財，印刷中）。具体的に
は，「◯◯という条件ならば，△△（法則）は成り立つだろう」という形式で予想させ，「●●と
いう条件ならば，△△は成り立つ」といった形式で結論を導出させる活動を展開する学習指導で
ある。このような学習指導法を，小学校第６学年「てこの規則性」において実践した結果，理科
における知的謙虚さのうち「一般化への慎重さ」の育成に寄与することが明らかになった。 
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